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津波防災シンポジウム 

2013年1月11日（金） 14:00～17:00 

プログラム 
14:00～14:10  開会挨拶 鹿児島大学研究担当理事 前田 芳實 
14:10～15:10  「東日本大震災の教訓 －これからの津波減災について－ 」 
           高橋 重雄 
          港湾空港技術研究所 理事長（鹿児島大学理工学研究科 客員教授）                                               
15:10～16:10  「巨大災害時代を迎えた事業所防災の進め方 
            – 企業、学校、病院等を対象として－」 
           中野 晋 
          徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部 教授 
          徳島大学 環境防災研究センター 副センター長 
16:15～16:50  総合討論 司会 鹿児島大学理工学研究科准教授  柿沼 太郎 
16:50～17:00  閉会挨拶 鹿児島大学地域防災教育研究センター長 小林 哲夫 

主催： 鹿児島大学地域防災教育研究センター、鹿児島大学工学部海洋土木工学科 
後援： 鹿児島県、鹿児島市、南日本新聞社、NHK鹿児島放送局、 MBC南日本放送、KTS鹿児島テレビ、 
     KKB鹿児島放送、KYT鹿児島読売テレビ 

－東日本大震災後の津波減災・防災を考える－ 

鹿児島大学 稲盛会館（鹿児島市郡元１—２１－４０） 
参加費無料 
当日自由参加 

お申込み・お問合せ 
 E-mailあるいはFAXで,参加者氏名,所属,連絡先（〒住所・ E-mail・電話・FAX）をご連絡ください。 
 鹿児島大学地域防災教育研究センター 
 TEL： 099-285-7234  FAX： 099-285-8495  E-mail： bousai@kuas.kagoshima-u.ac.jp 
 ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください。 
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（実施要項） 

津 波 防 災 シ ン ポ ジ ウ ム 
―東日本大震災後の津波減災・防災を考える― 

 
趣 旨： 平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災による津波は、それまでの想定を

大きく超えた規模で、多数の尊い人命を奪う甚大な災害となった。そのため国や地方自治

体ではこれまでの津波防災対策のあり方を大きく見直す動きが出てきており、様々な観点

から新たな津波防災対策が模索・検討され実施されつつある。本シンポジウムは、震災発

生から 2 年目を迎えようとする機会をとらえ、わが国の津波防災研究の第 1 人者から津波

減災・防災の最新の動向についての講演を受けるとともに、その後の講演者を交えた討論

によって国レベルと鹿児島県地域の今後の津波防災のあり方を考えようとするものであ

る。 
 
日 時：平成２５年 １月１１日（金）１４：００～１７：００ 
会 場：鹿児島大学 稲盛会館（鹿児島市郡元１－２１－４０） 
参加者：一般住民等 
参加費：無料 
主 催：鹿児島大学地域防災教育研究センター、鹿児島大学工学部海洋土木工学科 
後 援：鹿児島県、鹿児島市、南日本新聞社、NHK 鹿児島放送局、MBC 南日本放送、 

KTS 鹿児島テレビ、KKB 鹿児島放送、KYT 鹿児島読売テレビ 
 
プログラム 
  14：00－14：10 開会挨拶：鹿児島大学研究担当理事 前田 芳實 
  14：10－15：10 講  演 

「東日本大震災の教訓－これからの津波減災について－」 
港湾空港技術研究所 理事長 
（鹿児島大学理工学研究科 客員教授） 高橋 重雄 

  15：10－16：10 講  演 
「巨大災害時代を迎えた事業所防災の進め方－企業、学校、病院等を

対象として－」 
徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部 教授 
徳島大学 環境防災研究センター 副センター長 中野 晋 

16：15－16：50 総合討論 司会：鹿児島大学理工学研究科准教授 柿沼 太郎 
 16：50－17：00 閉会挨拶：鹿児島大学地域防災教育研究センター長 小林 哲夫 
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（実施要項） 

津 波 防 災 シ ン ポ ジ ウ ム 
―東日本大震災後の津波減災・防災を考える― 

 
趣 旨： 平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災による津波は、それまでの想定を

大きく超えた規模で、多数の尊い人命を奪う甚大な災害となった。そのため国や地方自治

体ではこれまでの津波防災対策のあり方を大きく見直す動きが出てきており、様々な観点

から新たな津波防災対策が模索・検討され実施されつつある。本シンポジウムは、震災発

生から 2 年目を迎えようとする機会をとらえ、わが国の津波防災研究の第 1 人者から津波

減災・防災の最新の動向についての講演を受けるとともに、その後の講演者を交えた討論

によって国レベルと鹿児島県地域の今後の津波防災のあり方を考えようとするものであ

る。 
 
日 時：平成２５年 １月１１日（金）１４：００～１７：００ 
会 場：鹿児島大学 稲盛会館（鹿児島市郡元１－２１－４０） 
参加者：一般住民等 
参加費：無料 
主 催：鹿児島大学地域防災教育研究センター、鹿児島大学工学部海洋土木工学科 
後 援：鹿児島県、鹿児島市、南日本新聞社、NHK 鹿児島放送局、MBC 南日本放送、 

KTS 鹿児島テレビ、KKB 鹿児島放送、KYT 鹿児島読売テレビ 
 
プログラム 
  14：00－14：10 開会挨拶：鹿児島大学研究担当理事 前田 芳實 
  14：10－15：10 講  演 

「東日本大震災の教訓－これからの津波減災について－」 
港湾空港技術研究所 理事長 
（鹿児島大学理工学研究科 客員教授） 高橋 重雄 

  15：10－16：10 講  演 
「巨大災害時代を迎えた事業所防災の進め方－企業、学校、病院等を

対象として－」 
徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部 教授 
徳島大学 環境防災研究センター 副センター長 中野 晋 

16：15－16：50 総合討論 司会：鹿児島大学理工学研究科准教授 柿沼 太郎 
 16：50－17：00 閉会挨拶：鹿児島大学地域防災教育研究センター長 小林 哲夫 

「津波防災シンポジウム-東日本大震災後の津波減災・防災を考える-」の記録 

 地域防災教育研究センターと工学部海洋土木工学科では、東日本大震災発生から２年目を迎え

るにあたり、1月 11日、「津波防災シンポジウム－東日本大震災後の津波減災・防災を考える－」

を開催し、一般(自治体、病院関係者等)、学生、教職員ら 135名が参加しました。 

 下川悦郎理事（企画担当）による開会挨拶に続いて、港湾空港技術研究所理事長（鹿児島大学

理工学研究科 客員教授）の高橋重雄氏、徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部教授・徳

島大学環境防災研究センター副センター長の中野 晋氏による 2件の講演が行われました。 

 高橋氏は、「東日本大震災の教訓－これからの津波減災について」と題し、日本・世界の津波

災害の事例や実験による津波の破壊力を紹介した上で、甚大被害を想定し、GPS波浪計による震

源に近い位置での観測・警報発令、ハザードマップの改良などによるソフト・ハード両面の性能

設計を行い、的確な防災・減災を行うことが必要と指摘しました。中野氏は、「巨大災害時代を

迎えた事業所防災の進め方－企業、学校、病院等を対象として－」と題し、東日本大震災におけ

る企業や学校等の被災と対応事例を紹介し、BCP（事業継続計画）を策定し事業の早期再開に備え

ることや、いざという時にどのように行動するかを簡潔に定めたアクションカードの活用などを

提案しました。 

 引き続き、理工学研究科の柿沼太郎准教授の司会により参加者からの質問事項をもとにした総

合討論が行われ、防災と減災を区別できるのか、BCP策定において重要となるのは何か、防災教

育の在り方などの質問が出されました。 

 自然が相手である防災について、各個人がより一層意識・関心を高めていくための有意義な機

会となりました。 
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【高橋氏の講演】 

 

 
【総合討論の様子】 
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【高橋氏の講演】 

 

 
【総合討論の様子】 

主催  鹿児島大学地域防災教育研究センター、鹿児島大学工学部海洋土木工学科 
 
後援  鹿児島県、鹿児島市、南日本新聞社、NHK鹿児島放送局、 MBC南日本放送、 
     KTS鹿児島テレビ、KKB鹿児島放送、KYT鹿児島読売テレビ 

2013年1月11日（金） 14:00～17:00 
鹿児島大学 稲盛会館（鹿児島市郡元１—２１－４０） 

津波防災シンポジウム 
－東日本大震災後の津波減災・防災を考える－ 

講演概要集 
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津 波 防 災 シ ン ポ ジ ウ ム 
―東日本大震災後の津波減災・防災を考える― 

 
次 第 
 
  14：00－14：10 開会挨拶：下川 悦郎（鹿児島大学企画担当理事） 
 
 
  14：10－15：10 講 演 

「東日本大震災の教訓－これからの津波減災について－」・・・・・・・・１ 
    高橋 重雄 港湾空港技術研究所 理事長（鹿児島大学理工学研究科 客員教授） 
 
 
  15：10－16：10 講 演 

「巨大災害時代を迎えた事業所防災の進め方 
－企業、学校、病院等を対象として－」・・・・・・・・・・・・・・・３０ 

    中野 晋 徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部 教授 
     徳島大学 環境防災研究センター 副センター長 
 
 

16：15－16：50 総合討論  
         司会：柿沼 太郎 鹿児島大学理工学研究科 准教授 

 
 
 16：50－17：00 閉会挨拶：小林 哲夫（鹿児島大学地域防災教育研究センター長） 
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津 波 防 災 シ ン ポ ジ ウ ム 
―東日本大震災後の津波減災・防災を考える― 

 
次 第 
 
  14：00－14：10 開会挨拶：下川 悦郎（鹿児島大学企画担当理事） 
 
 
  14：10－15：10 講 演 

「東日本大震災の教訓－これからの津波減災について－」・・・・・・・・１ 
    高橋 重雄 港湾空港技術研究所 理事長（鹿児島大学理工学研究科 客員教授） 
 
 
  15：10－16：10 講 演 

「巨大災害時代を迎えた事業所防災の進め方 
－企業、学校、病院等を対象として－」・・・・・・・・・・・・・・・３０ 

    中野 晋 徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部 教授 
     徳島大学 環境防災研究センター 副センター長 
 
 

16：15－16：50 総合討論  
         司会：柿沼 太郎 鹿児島大学理工学研究科 准教授 

 
 
 16：50－17：00 閉会挨拶：小林 哲夫（鹿児島大学地域防災教育研究センター長） 

 
 

講 演 
 

「東日本大震災の教訓 
－これからの津波減災について－」 

 
高橋 重雄 

 
港湾空港技術研究所 理事長 

（鹿児島大学理工学研究科 客員教授） 
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治
三

陸
津

波
 
最

高
遡

上
高

38
.2

m
 

⑦
 

⑩
 

⑨
 

①
 ④

 

我
が

国
に
お
け
る
過

去
の

地
震

・
津

波
の

発
生

 
【
明
治
以
降
、
我
が
国
で
１
０
０
人
以
上
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
地
震
・
津
波
】
 

（
津
波
が
発
生
し
た
場
合
の
み
掲
載
。
丸
数
字
は
発
生
順
）
 

⑩
北

海
道

南
西

沖
地

震
（
 M

７
．
８
）
  

 
【
平

成
５
（
１
９
９
３
）
年
７
月

１
２
日
】
 

 
○

死
者

・
行

方
不

明
者

数
  
２
３
０
人

 
 
○

最
大

遡
上

高
さ

 
３
０
ｍ

 

⑧
チ
リ
地

震
津

波
（
 M

９
．
５
）
  

 
【
昭

和
３
５
（
１
９
６
０
）
年

５
月

２
３
日

】
 

 
○

死
者

・
行

方
不

明
者

数
 
１
４
２
人

 
 
○

最
大

津
波

高
さ

 
６
ｍ

 

⑤
東

南
海

地
震

（
 M

７
．
９
）
  

【
昭

和
１
９
（
１
９
４
４
）
年
１
２
月

７
日
】
 

 
○

死
者

数
  ９

９
８
人

 

②
関

東
地

震
（
関

東
大

震
災

）
（
 M

７
．
９
）
  

 
【
大

正
１
２
（
１
９
２
３
）
年

９
月

１
日
】
 

 
○

死
者

・
行

方
不

明
者

数
  
１
４
２
，
８
０
７
人

 
 

④
昭

和
三

陸
地

震
（
 M

８
．
１
）
  

 
【
昭

和
８
（
１
９
３
３
）
年
３
月

３
日
】
 

 
○

死
者

・
行

方
不

明
者

数
 
３
，
０
６
４
人

 
 
○

最
大

遡
上

高
さ

 
２
９
ｍ

 

①
明

治
三

陸
地

震
（
 M

８
．
５
）
  

 
【
明

治
２
９
（
１
８
９
６
）
年

６
月

１
５
日

】
 

 
○

死
者

数
  約

２
２
，
０
０
０
人

 
 
○

最
大

遡
上

高
さ

 
３
８
．
２
ｍ

 

⑨
日

本
海

中
部

地
震

（
 M

７
．
７
）
  

 
【
昭

和
５
８
（
１
９
８
３
）
年

５
月

２
６
日

】
 

 
○

死
者

数
  １

０
４
人

 
 
○

最
大

津
波

高
さ

 
１
４
ｍ

 
 

 

⑦
昭

和
南

海
地

震
（
南

海
道

地
震

）
（
 M

８
．
０
）
  

 
【
昭

和
２
１
（
１
９
４
６
）
年

１
２
月

２
１
日
】
 

 
○

死
者

・
行

方
不

明
者

数
 １
，
４
４
３
人

 
 
○

最
大

津
波

高
さ

 
６

m
 

【
出

典
】
気

象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
加

工
し
て
作

成
 

⑤
 

②
 

－
１
－
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１
９
９
３
年

7
月

1
2
日

 
北

海
道

南
西

沖
地

震
津

波
 

 
 

 
19

83
 

5.
26

 
日

本
海

中
部

地
震

津
波

 

 
 

 
遡

上
す
る
津

波
 
松

ヶ
崎

漁
港

 

 
19

83
 

5.
26

 
日

本
海

中
部

地
震

津
波

 
 

 
 

 
引

き
波

と
転

覆
す
る
漁

船
 

 
19

83
 

5.
26

 
日

本
海

中
部

地
震

津
波

 
 

 
 
岸

壁
を
超

え
る
津

波
と
漁

船
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海
溝
型
地
震

 
- 
日
向
灘

 
 ＠

16
62

年
の
外
所
地
震

(日
向
灘
地
震

) 
M

7.
6 

 
 
大
淀
川

 
加
江
田
川
河
口

 
４
－
５
ｍ

 
 

 
地
盤
沈
下

 
１
ｍ

 
 

 
死
者

 
20

0名
 

 ＠
17

76
年

 
臼
杵

 
佐
伯

 
小
さ
い
津
波

 
＠

19
68

年
 
昭
和

43
年
日
向
灘
地
震

 
M

7.
5 

２
ｍ
程
度
の
津
波

 
 

 
九

州
に
お
け
る
津

波
災

害
 

 ＠
16

62
年
の
外
所
地
震

(日
向
灘
地
震

)･
 

 ＠
宝
永

(1
70

7)
、
安
政

(1
85

4)
の
南
海
地
震

 
 ＠
チ
リ
地
震
津
波

(1
96

0)
 

 ＠
瓜
生
島
の
海
没

(豊
後
地
震

15
96

)や
島
原
眉
山
崩
壊

(1
79

2)
 

 

La
 p

la
za

 y
 e

l m
ue

lle
. 

津
波
前

 

津
波
後

 

２
０
１
０
．
２
．
２
７

 

チ
リ
地
震
津
波

 

ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー
島

 

20
04

年
イ
ン
ド
洋

大
津

波
 

M
9 

20
万

人
以

上
の

死
者

 

 
ス
リ
ラ
ン
カ
（
ハ

ン
バ

ン
ト
タ
の

海
岸

の
被

災
直

後
）
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19
91

.6
.3

 
雲
仙
岳
火
砕
流

 

17
92

.5
.2

11
 
眉
山
崩
壊

 

島
原
大
変
･肥

後
迷
惑

 

眉
山
の
天
狗
山
崩
壊

 

七
面
山
の
崩
壊
の
危
険
？

 

ht
tp

://
w

w
w.

bo
sa

i.g
o.

jp
/li

br
ar

y/
sa

ig
ai

/s
14

ga
ns

et
u/

f3
m

ay
uy

am
a.

ht
m

 

ht
tp

://
w

w
w

.a
ila

b7
.c

om
/u

ry
uu

.h
tm

l  
新
・
地
震
学
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
の
学
び

   
 

 1
2 
瓜
生
島
沈
没
ー
日
本
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
物
語

 

瓜
生
島

 
大
分
市
沖

 
4k

m
四
方
程
度

 
 

 
地
す
べ
り
津
波
・
火
山
噴
火
に
よ
る
津
波

 
 ＠
瓜
生
島
の
海
没

(豊
後
地
震

15
96

) 
 

 
別
府
湾
内
４
－
６
ｍ

 
 ＠
島
原
眉
山
崩
壊

(1
79

2)
 

 
 
島
原
大
変
肥
後
迷
惑

 
 

 
 

 
島
原
側

 
8-

10
m

 
死
者

10
00

0名
(津

波
死
者

50
00

) 
 

 
 
熊
本
側

 
4-

5ｍ
 

 
死
者

50
00

名
 

 ＠
櫻
島
噴
火

 
 

 
安
永
大
噴
火

(1
77

9-
) 

17
81

.4
.1

1海
底
噴
火
に
よ
る
津
波

 

 
海
溝
型
地
震

 
－

 
南
海

 
 ＠
宝
永

(1
70

7)
、
安
政

(1
85

4)
、
昭
和

(1
96

4)
の
南
海
地
震

 
 
１
－
４
ｍ
の
津
波

 
  海
溝
型
地
震

 
－

 
遠
地

 
 ＠
チ
リ
地
震
津
波

(1
96

0)
 

 
 

 
２
ｍ
程
度
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台
風

な
ど
の

嵐
の

波
 

（
港

空
研

 
大

型
水

路
に
お
け
る
実

験
ビ
デ
オ
）
 

津
波

の
発

生
と
伝

播
計

算
 

 3月
11
日

 
 

14
:4

6 
震
源

 
 
仙
台

 
東

13
0k

m
 

M
9.

0 
 

日
本

周
辺

の
海

と
 

海
溝

 
２
章

 
津
波
の
来
襲
と
被
害

 
 

東
日
本
大
震
災
を
例
に
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・
陸

前
高

田
 

久
慈

の
海

岸
に
来

襲
す
る
津

波
 

津
波

は
長

～
い
波

 
 

大
き
な
パ

ワ
ー

 

先
端

は
砕

け
る
こ
と
が

多
い

 

陸
上

の
津

波
は

水
深

や
地

形
に
よ
っ
て
変

わ
る

 

 

 
 

 
 
津
波
の
遡
上

 
津

波
 

同
じ
高
さ
で
も
大
き
な
破
壊
力
と
大
き
な
浸
水
被
害

 

（
港

湾
空

港
技

術
研

究
所

 
大

規
模

波
動

地
盤

水
路

に
お
け
る
実

験
）
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陸
前

高
田

松
原

 

    
 

 
 

 
 

 
 
陸

前
高

田
 

(岩
手

県
警

ビ
デ
オ
）

 
陸

前
高

田
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釜
石

港
を
襲

う
津

波
 

釜
石
市

 
 

・
陸

前
高

田
 
（
被

災
し
た
ア
パ

ー
ト
）
 

陸
前

高
田

 
気

仙
川

(竹
駒

：
河

口
よ
り

4k
m
）
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・
気

仙
沼

 
多

く
の

死
者

・
行

方
不

明
者

 
2万

人
 

 
浸

水
域

：
53

5k
m

2 , 
60

万
人

, 
22

万
戸

(全
壊

12
万

戸
）
 

 

死
者
数

行
方
不
明
者
数

人
口
に
対
す
る
割
合

2
8
1
8

2
7
7
0

3
.4

9
%

1
3
3
5

8
4
1

9
.3

6
%

8
1
5

1
2
1
6

2
.7

7
%

8
8
3

1
0
0
0

2
.5

6
%

9
8
8

7
4
0

4
.0

3
%

④
名
取
市
（
宮
城
県
）

⑤
東
松
島
市
（
宮
城
県
）

人
的
被
害
の
多
い
自
治
体

①
石
巻
市
（
宮
城
県
）

②
陸
前
高
田
市
（
岩
手
県
）

③
気
仙
沼
市
（
宮
城
県
）

怖
し
い

10
m
ク
ラ
ス
の

津
波

の
甚

大
な
被

害
 

 
＠

津
波

防
災

施
設

を
超

え
、
破

壊
す
る

 
＠

内
陸

奥
深

く
ま
で
侵

入
す
る
。
河

川
を
遡

上
す

る
 

＠
町

全
体

を
破

壊
す
る

 
 

奥
尻

青
苗

地
区

 
イ
ン
ド
洋

大
津

波
 

建
物

の
破

壊
・

流
出

（
特

に
木

造
家

屋
壊

滅
的

破
壊

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

建
物

の
３

階
以

上
の

浸
水

）

車
の

流
失

火
災

の
発

生

タ
ン

ク
破

壊
と

油
流

失

鉄
道

・
道

路
・

橋
梁

の
破

壊

地
盤

沈
下

田
畑

の
冠

水

船
舶

の
漂

流
・

衝
突

と
乗

り
上

げ

港
湾

施
設

の
破

壊
・

浸
水

（
上

屋
、

ク
レ

ー
ン

な
ど

）

材
木

、
コ

ン
テ

ナ
ー

の
漂

流
・

衝
突

漂
流

物
の

港
内

の
航

路
へ

の
沈

下

航
路

洗
掘

と
埋

没

海
浜

･
海

岸
林

の
消

失

水
産

養
殖

施
設

の
流

失

防
波

堤
や

岸
壁

の
洗

掘
、

滑
動

突
堤

・
離

岸
堤

な
ど

の
破

壊

堤
防

・
護

岸
（

防
潮

堤
）

等
の

破
壊

（
洗

掘
）

水
門

・
陸

閘
の

破
壊

陸 域 ・ 一 般 の 被 害 港 と 海 域 の 被 害

構 造 物 の 被 害

海 岸 ・ 港 湾

釜
石

市
内

 (道
を
ふ

さ
ぐ
瓦

礫
と
車

)  
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・
釜

石
港

(座
礁

し
た
船

舶
）
 

南
三

陸
 
歌

津
(破

壊
さ
れ

た
橋

）
 

気
仙

沼
(漂

流
し
た
タ
ン
ク
）
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防
潮

壁
の

被
災

 
 

 
 
釜

石
両

石
 

・
綾

里
(白

浜
）
 
破

壊
し
た
護

岸
 

・
仙

台
新

港
(漂

流
し
た
コ
ン
テ
ナ
）
 

気
仙

沼
(座

礁
し
た
漁

船
）
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木
造

の
家

の
破

壊
 （
港
空
研
の
大
規
模
水
路
の
実
験
）
 

大
き
な
津
波
の
力

 

特
に
砕
け
る
津
波
の
先
端
部
の
破
壊
力

 

侮
れ
な
い
流
れ
の
力

 

 
 

 
 
津
波
の
破
壊
力

 

・
石

巻
 

・
石

巻
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人
へ

の
津

波
の

作
用

 
人
へ
の
危
険
性

 
  

人
は
簡
単
に
津
波
で
流
さ
れ
る

 
 

海
岸
は
特
に
危
険

 
（
砕
波
･流

れ
）
 

津
波

に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

の
破

壊
試

験
 

木
造

の
家

の
破

壊
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津
波

災
害

の
後

 
津

波
対

策
は

進
展

し
た
。

 

特
に
、
津

波
災

害
を
経

験
し
て
い
る
地

区
で
は

津
波

の
厳

し
さ
を
理

解
し
て
対

策
が

進
ん
で
い
た
。

 

避
難

す
る
時

間
が

あ
る
ー
津

波
死

者
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

 

 
 
ソ
フ
ト
対

策
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
警

報
 
避

難
対

策
 
教

育
・
訓

練
 
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
 

 
 

 
ハ

ー
ド
対

策
 

 

 
 

 
 

 
津

波
防

波
堤

・
護

岸
な
ど

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
津

波
対

策
の

進
展

 
津

波
防

災
研

究
 

１
９
６
０

 
チ
リ
地

震
津

波
 

 
 
（

M
9.

5 
死

者
１
３
９
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
本
格
的
な
津
波
防
災
研
究
の
開
始

 
 

 
 

 
 

 
津
波
防
災
施
設
の
整
備
の
開
始

 
(大

船
渡
港
津
波
防
波
堤
）

 

１
９
８
３

 
日

本
海

中
部

地
震

津
波

 
（

M
7.

7 
死

者
１
０
０
）

 

１
９
９
３

 
北

海
道

南
西

沖
地

震
津

波
(奥

尻
津

波
）
（

M
7.

8 
死

者
（
２
０
０
）

 

 
 

 
 

 
 
津
波
研
究
の
大
幅
な
前
進

 

 
 

 
 

 
 
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
の
対
策
の
必
要
性
の
認
識

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
）

 

２
０
０
４

 
イ
ン
ド
洋

大
津

波
（

M
9.

1 
死

者
20
万

人
) 

 
 

 
 

 
 

 

東
京

大
学

地
震

研
究

所
彙

報
 

 
19

33
昭

和
三
陸

地
震
津

波
 

こ
の
こ
ろ
は
地
震
や
津
波
の
現
象
は
よ
く
分

か
っ
て
い
な
か

っ
た

 
３
章

 
こ
れ
ま
で
の
津
波
対
策
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津
波

･高
潮

ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
マ
ニ
ュ
ア
ル

 

勝
浦

市

洲
崎

横
須

賀
市

鎌
倉

市
小

田
原

市

伊
東

市

下
田

港

御
前

崎
町

松
崎

町

土
肥

町

内
浦

串
本

町

田
子

浦
港

静
岡

市

天
竜

川
河
口

伊
良

港蒲
郡

市
美

浜

新
宮

市

尾
鷲

市

阿
児

町

五
ヶ
所

港

鳥
羽

市

松
阪

港

富
津

市

勝
浦

市

洲
崎

横
須

賀
市

鎌
倉

市
小

田
原

市

伊
東

市

下
田

港

御
前

崎
町

松
崎

町
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012345678

串 本 町

新 宮 市

尾 鷲 市

五 ケ 所 港

阿 児 港

鳥 羽 市

松 阪 港

美 浜
蒲 郡 市

伊 良 湖

天 竜 川 河 口

御 前 崎 町

静 岡 市

田 子 浦 港

内 浦
土 肥 町

松 崎 町

下 田 港
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鎌 倉 市

横 須 賀 市

富 津 市

洲 崎
勝 浦 市

津 波 の 高 さ
 

東
海
地
震
で
の
想
定
津
波
波
高
分
布
図

 

－
８
－

 

想
定

津
波

高
さ
の

例
①

  
（
東

海
地

震
）
 

広
範
囲
に
津
波
が
来
襲
す
る

 

（
ｍ
）
 

【
出
典
】
中
央
防
災
会
議
資
料
よ
り
加
工
し
て
作
成

 

大
規

模
地

震
発

生
の

切
迫

 
東

海
地

震
を
は
じ
め
と
し
、
各

地
域

に
お
い
て
大
規

模
地

震
の
切
迫

性
が

報
告
さ
れ

て
い
る
。

 

【
出

典
】

 
地

震
調

査
研

究
推

進
本

部
の

資
料

を
加

工
し
て
作

成
 

～
参

考
～

 
【
 今

後
３
０
年
間
で
遭
遇
す
る
確
率
】
 

（
地

震
調

査
委

員
会

事
務

局
の

資
料

か
ら
）
 

 ○
交

通
事
故
で
死
亡

…
約

 ０
．
２
％

 
○

交
通
事
故
で
け
が

…
約

 ２
０
％

 
 ○

火
災
で
死
傷

…
約

 ０
．
２
％

 
○

火
災
に
被
災

…
約

 ２
％

 

【
海

溝
沿

い
の

主
な
地

震
の

今
後

３
０
年

以
内

の
発

生
確

率
】

 
根
室
沖
（
Ｍ
7.
9程

度
）
 

4
0
％

 

十
勝
沖
（
Ｍ
8.
1前

後
）
 

0
.
5
％

 

三
陸
沖
北
部
 

（
Ｍ
8.
0前

後
）
7
％
 

宮
城
県
沖
（
Ｍ
7.
5前

後
）

9
9
％

 

南
関
東
（
Ｍ
6.
7～

7
.2
程
度
）

7
0
％

 

大
正
型
関
東
地
震
（
Ｍ
7.
9程

度
）

0
.
9
％

 

元
禄
型
関
東
地
震
 

（
Ｍ
8.
1程

度
）
0
％
 

東
海
 

（
Ｍ
8.
0程

度
）
 

8
4
％

 

東
南
海
 

（
Ｍ
8.
1前

後
）
 

6
0
％

 

南
海
（
Ｍ
8.
4前

後
）
 

5
0
％

 

佐
渡
島
北
方
沖
 

（
Ｍ
7.
8程

度
）
6
％
 

秋
田
県
沖
 

（
Ｍ
7.
5程

度
）
 

3
％

 

北
海
道
北
西
沖
 

（
Ｍ
7.
8程

度
）
 

0
.
1
％

 

日
向
灘
（
Ｍ
7.
6前

後
）
 

1
0
％

 

三
陸
沖
～
房
総
沖
 

・
津
波
型
（
Ｍ
8.
2前

後
）
2
0
％
 

・
正
断
層
型
（
Ｍ
8.
2前

後
）
7
％
 

安
芸
灘
～
豊
後
水
道
 

（
Ｍ
6.
7～

7
.4
）
 

4
0
％

 

－
７
－

 

津
波

警
報

シ
ス

テ
ム

 

予
報

 
警

報
＝

大
津

波
(
3
,
4
,
6
,
8
,
1
0
m
 
a
b
o
v
e
)
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
津

波
 
(
1
,
2
m
)
 

注
意

＝
0
.
5
m
 

 近
地

津
波

(
1
9
5
4
年

か
ら

）
 

□
 
気

象
庁

に
よ

る
新

し
い

シ
ス

テ
ム

 
(
1
9
9
9
)
 
J
M
A
 

 
 

 
津

波
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
 

 
 
 
 
 
(
1
0
0
,
0
0
0
 
計

算
津

波
)
 

 
 
 
 
 
3
分

以
内

の
警

報
 

遠
地

津
波

(
1
9
6
0
年

か
ら

）
 

 
□

 
国

際
協

力
 

 
 
 
 
太

平
洋

津
波

警
報

セ
ン

タ
ー
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ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 
 

 
 

 
 
緊

急
一

次
避

難
所

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
避

難
タ
ワ
ー

 
 
大

紀
町

 
 

 
 

 
 

 
 

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
 

須
崎

市
 



－ 244 －

津
波

堤
防

 
 

田
老

町
 (宮

古
市

) 
16

11
/1

89
6/

19
33

 
津
波
堤
防

 T
P1

0m
  

 
   

   
   

 
 

 
総
延
長

To
ta

l 2
43

3m
(1

93
4-

19
88

) 

広
村

 1
85

5-
18

57
 

 
 

 広
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

宝
永
南
海

  1
70

7・
 
安
政
南
海

 1
85

4・
 
昭
和
南
海

 1
94

6 

 
 
浜

口
に
よ
る
津

波
堤

防
 

昭
和

南
海

津
波

と
安

政
南

海
津

波
の

碑
  

そ
の

他
の

安
全

な
避

難
の

た
め

の
手

段
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津
波

の
港

町
へ

の
侵

入
―

数
値

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

 

人
工

地
盤

 
1
1
m
 
護

岸
 

6
m
 
護

岸
 

漁
港

 

 
 

 
 

 
 

奥
尻

港
の

対
策

 
奥

尻
島

復
興

 
土

地
利

用
計

画
 

 

高
台
移
転

 

公
園

 

埋
立

 
護
岸
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設

計
を
超

え
る
高

潮
や

津
波

 

最
大
級
の
高
潮
や
津
波

 

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
に
よ
る
対

策
(P

re
pa

re
dn

es
s）

 

そ
の

と
き
具

体
的

に
何

が
起

き
る
か

を
予

測
す
る
こ
と
が

必
要

 
(W

O
R

ST
 C

A
SE

 
SC

E
N

A
R

IO
) 

  

20
04

年
イ
ン
ド
洋

大
津

波
 

ス
リ
ラ
ン
カ
（
ハ

ン
バ

ン
ト
タ
の

海
岸

の
被

災
直

後
）
 

M
9.

1 
最

大
級

の
地

震
と
津

波
 

 
①

 
最
大
級
の
津
波
の
想
定

 
想

定
外

・
最

大
級

 

 
想

定
し
て
い
た
津

波
を
こ
え
る

 
 ほ

と
ん
ど
津

波
に
よ
る
被

害
を
想

定
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
で
被

害
が

発
生

 

最
大

級
の

津
波

の
想

定
 

 

 
４
章

 
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
と

 
今
後
の
対
策

 
   

中
央

防
災

会
議

津
波

専
門

部
会

な
ど
で
の
議

論
 

 ①
 
想

定
外

の
津

波
（
想

定
外

・最
大

級
）

 
 ②

 
津

波
警

報
と
観

測
 

 ③
 
緊

急
避

難
 

 ④
 
津

波
に
強

い
町
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最
大
級
の
津
波

 
再
現
期
間

 
一
万
年
以
上
？

 

高
い
頻
度
の
津
波

 
(再

現
期

間
50

-1
50

年
）
 

避
難

 

防
災

 

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
モ
デ
ル
検

討
会

20
11

/1
2/

27
 

海
溝

軸
近

く
の

浅
部

 

レ
ベ

ル
Ⅰ

津
波

と
レ

ベ
ル

Ⅱ
津

波
に

対
す

る
津

波
防

災
施

設
 

レ
ベ
ル

 Ⅰ
津

波
 

 

レ
ベ
ル

 Ⅱ
津

波
 

津
波

減
災

 

粘
り
強

い
構

造
 

 津
波

防
災

 

最
悪

の
シ

ナ
リ

オ
を

考
慮

し
た

今
後

の
津

波
対

策
 

性
能
設
計

 

対
象

津
波

 
要

求
性

能
 

レ
ベ
ル
１

津
波

 
 

近
代
で
最
大

 
（

10
0年

で
１
回
程

度
の
発
生
確
率
）

 


防

災
 


人
命
を
守
る
．

 

財
産
を
守
る
．

 

経
済
活
動
を
守
る
．

 
レ
ベ
ル
２

津
波

 
最
大
級

 
（

10
00

年
に
１
回
程

度
の
発
生
確
率
）

 


減

災
 


人
命
を
守
る
．

 

経
済
的
損
失
を
軽
減
す
る
．

 

大
き
な
二
次
災
害
を
引
き
起
こ
さ
な
い
．

 

早
期
復
旧
を
可
能
に
す
る
．

 

22
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G
PS

波
浪

･津
波

計
に
よ
る
来

襲
津

波
の

観
測

 
国

土
交

通
省

港
湾

局
 
１
２
基

 
20

km
沖

 
 

新
し
い
津
波
警
報
シ
ス
テ
ム

 
M

8ク
ラ
ス
以

上
の

地
震

 
 

 
第

1報
は

定
性

的
な
表

現
（
巨
大

な
津
波

）
 

 津
波

警
報

の
見

直
し

 
 
警

報
区

分
の

改
善

（
8段

階
か
ら

5段
階

へ
）

 
 情

報
文

の
見

直
し

 
 
避

難
を
促

す
情

報
文

（
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
よ

う
な
大

き
な
津

波
、
直

ち
に
高

台
へ

避
難

）
 

 沖
合

・
沿

岸
で
の

津
波

観
測

 
 

 
 

 
よ
り
確

か
な
情

報
 

警
報
の
問
題
点

 
地

震
後

３
分

で
警

報
を
出

す
た
め
の

技
術
的

な
限
界

 
（
気

象
庁

マ
グ
ニ
テ
ュ
ー
ド
で
は

M
8以

上
の

地
震

の
予

測
が

で
き
な
い
）

 
 多

く
の

人
が

最
初

の
警

報
で
行

動
を
決

め
て
い
る

 
 警

報
が

直
接

避
難

に
結

び
付
か

な
い
場
合

も
多
い

 
 

よ
り
正

確
で
、
分

か
り
易

い
津

波
警

報
 

②
 
津

波
警

報
と
観

測
 

 

地
震

後
３
分

で
津

波
警

報
が

発
令

 
 し
か

し
最

初
の

警
報

で
は

３
ｍ
の

津
波

で
あ
っ
た
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海
底
地
震
計
や
水
圧
計
の
設
置
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国
土
交
通
省
港
湾
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中
央
防
災
会
議
の
報
告
書

 

５
分

以
内

の
緊

急
避

難
 

  
避

難
ビ
ル

の
活

用
 

 

・
陸
前
高
田

 
（
浸
水
し
た
が
残
っ
た
ア
パ
ー
ト
）
 

緊
急
避
難

 

○
鉛

直
避

難
 

 
 

 

近
く
の

高
台

・
避

難
タ
ワ
ー

 
 

避
難

ビ
ル

（
中

高
層

の
ア
パ

ー
ト

 
･オ

フ
ィ
ス
ビ
ル

）
 
 

 
 

身
近

な
緊

急
避

難
所

 
 

 
 

 
×

(水
平

避
難

 
＋

 
遠

く
の

避
難

生
活

所
）

 

 
地

震
の

避
難

と
津

波
の

避
難

は
違

う
！

 

 
 
地

震
後

の
生

活
の

た
め
の

避
難

所
→
避

難
生

活
所

 

 
 
津

波
の

危
険

を
避

け
る
た
め
の

避
難

所
→

緊
急

避
難

所
 
 

 
 

③
 
緊

急
避

難
 

避
難

地
が

遠
い

 
  
車

で
移

動
す
る
人

・
渋

滞
 

 
途

中
で
津

波
に
巻

き
込

ま
れ

る
 

身
近

な
緊

急
避

難
所
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沿
岸

部
低

地
で
の

 
津

波
防

災
ま
ち
づ
く
り

(イ
メ
ー
ジ

) 

 
生

活
を
守

る
 

豊
か

な
海

と
の

共
生

 
 

レ
ベ
ル

2
津

波
に
対

し
て
街

の
減

災
を
め
ざ
す

 
浸

水
し
て
も
復

旧
し
や

す
い
街

 
レ
ジ
リ
ア
ン
ト
な
ま
ち

 
  

中
高

層
の

建
物

の
利

用
 

(海
辺

の
コ
ン
パ

ク
ト
な
街

）
 

 
10

7 

 
防
災
し
か
考
え
な
い

 
＝

 
海
辺
の
ま
ち
を
捨
て
る

 
 

高
台
へ
の
移
転

 
 

粘
り
強
い
街
づ
く
り

 

レ
ベ
ル

１
津

波
 

 
防

災
 

 レ
ベ
ル

２
津

波
 

 
避

難
＋

減
災

 
 

 
街

の
減

災
 

 
 

 
浸

水
し
て
も
復

旧
し
や

す
い
街

 
 
R

es
ili

en
t 

 
 

(バ
ネ
の

よ
う
な
回

復
力

の
あ
る
＝

粘
り
強

さ
）

 
 

 
 

 
 
復

旧
の

速
さ
は

災
害

の
程

度
に
逆

比
例

 

④
津

波
に
強

い
沿

岸
都

市
づ
く
り

(イ
メ
ー
ジ

) 

10
5 
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１
．
津
波
の
特
性
を
知
る

 
ー
津

波
は

、
長

～
く
、
パ

ワ
フ
ル

な
波

 

・
津

波
は

海
底

の
隆

起
と
沈

降
で
発
生

 
・
津

波
は

海
岸

近
く
で
大

き
く
な
る

 
・
津

波
の

高
さ
は

地
形

に
よ
っ
て
ば
ら
つ
く

 
・
津

波
は

沿
岸

に
広

が
り
、
繰

り
返
す

 

津
波
か
ら
生
き
延
び
る
た
め
に
は

 
 
ー

 
防

災
は

市
民

が
具

体
的

に
災

害
を
知

る
 

 
 

 
 

 
こ
と
か

ら
始

ま
る
。

 
具

体
的

な
シ
ナ
リ
オ
を
知

る
。

 
１
．
津

波
の

特
性

を
知

る
 

２
．
来

襲
津

波
の

想
定

を
知

る
 

３
．
弱

い
と
こ
ろ
を
知

る
 

避
難

す
る

 
４
．
避

難
を
考

え
る
ー
訓

練
を
す
る

 
５
．
実

際
に
逃

げ
る

 

５
章

 
ま
と
め
に
か
え
て

 
 

津
波
か
ら
生
き
延
び
る
た
め
に

 
  

  

海
と
の

共
生

 

厳
し
い
海

 
 

豊
か

な
海

と
の

共
存

 現
代

の
技

術
と

人
々

の
知

恵
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ー
 
津

波
避

難
は

｢て
ん
で
ん
こ
｣ 

・
海

岸
付

近
は

地
震

発
生
で
ま
ず
避

難
 

・
津

波
警

報
で
避

難
開

始
 

・
警

報
発

令
中

は
避

難
 

 ・
空

振
り
も
貴

重
な
訓

練
 
ー

 
避

難
の

文
化

 

 
５
．
実
際
に
逃
げ
る

 

 
津

波
は

時
間

が
あ
る

 
 

 
 

 
避

難
に
よ
り
死

者
ゼ
ロ
に
で
き
る

 
 ・
津

波
避

難
は

鉛
直

避
難

 
 

 
（
10

分
で
き
れ

ば
5分

以
内

の
高
台

・避
難

ビ
ル
）
 

・
避

難
経

路
は

安
全

か
 

・
近

所
・
家

族
と
の

相
談

 
・
近

所
・
家

族
で
歩

い
て
み

る
 

４
．
避
難
を
考
え
る
ー
訓
練
を
す
る

 

ー
 
弱

さ
は

低
さ

 
・
地

盤
高

さ
を
調

べ
る

 
 

・
海

岸
・
河

川
・
暗
渠

な
ど
か

ら
の

場
所
を
調

べ
る

 
ー

 
水

の
力

は
大

き
い

 
・
人

は
簡

単
に
倒

さ
れ

る
。

 
・
木

造
の

建
物

は
弱

い
 

・
車

は
浮

く
 

・
火

災
の

発
生

 

３
．
弱
い
と
こ
ろ
を
知
る
（
V
ｕ
ｌｎ
ｅ
ｒａ
ｂ
ｉｌ
ｉｔ
ｙ）

 
 ２
．
来
襲
津
波
の
想
定
を
知
る

(ハ
ザ
ー
ド

) 
 

－
津

波
は

あ
る
程

度
予

測
で
き
る

 
 

・
過

去
の

地
震

・
津

波
被

害
を
知
る

 
・
最

大
級

を
含

む
複

数
の

想
定

地
震
・
津

波
を
知

る
 

・
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
調

べ
る

 
(浸

水
域

・
来

襲
時

間
・避

難
場

所
・避

難
経

路
）
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講 演 
 

「巨大災害時代を迎えた事業所防災の進め方 
－企業、学校、病院等を対象として－」 

 
中野 晋 

 
徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部 教授 

徳島大学 環境防災研究センター 副センター長 
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そ
れ

は
2
2
万

人
以
上

が
犠
牲

に
な
っ

た
ス
マ

ト
ラ
沖

地
震

（
2
0
0
4
.
1
2
.
26
）
か

ら
始
ま

っ
た
 

講
演

内
容
 

1
.
は
じ
め
に
 
～
巨
大
災
害
の
世
紀
～
 
 
 

2
.
事
業
所
の
被
災
と
対
応
事
例
 
 
 
 
 
 
 
 
 

企
業
・
学
校
・
病
院
・
社
会
福
祉
施
設
 
 

3
.
危
機
管
理
と
災
害
時
事
業
継
続
 
 
 
 
 

4
.
事
業
継
続
の
進
め
方
 

 
 
企
業
の
ケ
ー
ス
と
学
校
の
ケ
ー
ス
 
 
 
 

5
.
お
わ
り
に
 
 
 
 

鹿
児
島
大
学
津
波
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

20
13
年
1月

11
日
・
鹿
児
島
大
学
稲
盛
会
館
 

巨
大

災
害

時
代

を
迎

え
た

事
業

所
防

災
の

進
め

方
 

  
～

企
業

，
学

校
，

病
院

等
を

対
象

と
し

て
～

 

徳
島
大
学
大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
 

徳
島
大
学
環
境
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
（
兼
任
）
 

副
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
 
中
野
 
晋
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紀
伊
勝
浦
町

の
土
砂
災

害
 

2
0
1
1
年

9
月

2
～
3
日
 

家
屋

２
棟

，
２

家
族

が
土

石
流

で
生

き
埋

め
 

深
刻

な
被

害
を

も
た

ら
す

風
水

害
も

頻
発

 
地

震
発

生
の

切
迫

度
 

想
定
さ
れ
る
地
震
 
切
迫
度
・
発
生
確
率
 

予
測
さ
れ
る
地
震
規
模
 

南
海
地
震
 

1
0
年
・
2
0
％
程
度
 

M
8
.
4
 

前
後
 

同
時
発
生

M
8
.
5
 

前
後
 

3
0
年
・
6
0
％
 

東
南
海
地
震
 

1
0
年
・
2
0
％
 

M
8
.
1
 

前
後
 

3
0
年
・
7
0
％
 

想
定
東
海
地
震
 

3
0
年
・
8
8
％
 

M
8
.
0
前
後
 

日
向
灘
地
震
 

3
0
年
・
1
0
％
程
度
 

M
7
.
6
前
後
 

首
都
直
下
地
震
 

1
0
年
・
3
0
％
程
度
 

M
6
.
7
～
7
.
2
 

3
0
年
・
7
0
％
程
度
 

糸
魚
川
・
静
岡
構
造
線
 
3
0
年
・
1
4
％
 

M
7
.
5
～
8
.
5
 

海
溝
型
地
震
の
長
期
評
価
の
概
要
（
文
部
科
学
省
地
震
調
査
研
究
推
進

本
部
，
算
定
基
準
日
2
0
1
2
年
1
月
1
日
）
 
 

19
40

19
60

19
80

20
00

20
20

0246810

年

回数

最
大

震
度

６
ま

た
は

６
弱

以
上

を
記

録
し

た
地

震
発

生
回

数

昭
和
以
降
に

最
大
震
度

６
ま
た
は

６
弱
以
上

を
記
録

し
た
地
震
の

発
生
回
数

（
国
内
）
 

気
象
庁
の
地
震
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
算
出
 

19
00

19
50

20
00

8.
0

9.
0

10
.0

チ
リ
地
震

(1
96

0,
M

9.
5)

ア
ラ
ス
カ
地
震

(1
96

2,
M

9.
2)

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震

(2
00

4,
M

9.
1)

東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震

(2
01

1,
M

9.
0)

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
地
震

(1
95

2,
M

9.
0)

年
 

地震マグニチュード 

1
9
0
0
年

以
降

の
M
w
8
.
0以

上
の
地

震
発
生

状
況
 

米
地
質
調
査
所
（
U
S
G
S
）
資
料
 

ス
マ

ト
ラ
沖
地
震
（
2
00
4，

M
w9
.
1）

 
ス

マ
ト
ラ
北
部
地
震
（
20

05
，
Mw

8.
6）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
ス

マ
ト
ラ
南
部
地
震
（
20

07
，
Mw

8.
5）

 
チ

リ
中
部
地
震
  
（

2
0
10
，
M
w8
.
8）

 
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
 
（

2
0
1
1,

Mw
9
.0
）
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2
.
事

業
所

の
被

災
と

対
応

事
例

 
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
種
々
の
事
業
所
の
被
害
と
対
応
事
例
を
紹
介
．
 

  

(
株

)
オ

イ
ル

プ
ラ

ン
ト

ナ
ト
リ

 
石

巻
市

立
門

脇
小
学

校
 

特
別

養
護
老

人
ホ
ー

ム
 
赤
井

江
マ

リ
ン

ホ
ー
ム
 

公
立

志
津
川

病
院
 

 

2
0
1
2
年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
（
2
0
1
2
.
7
.
1
1
～
1
2
）
 

阿
蘇
温
泉
病
院
提
供
 

都
賀

川
（

神
戸
市

）
の
水

難
事
故

 
（

2
0
0
8
年

7
月

2
8
日

）
 

水
位
が
1
0
分
間
に
1
.
3
4
m
も
上
昇
，
5
名
が
死
亡
 

神
戸
市
建
設
局
 

05

1
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

（
回

/年
） S

H

S5
1～

H
1

平
均

２
．
４
回

H
2～

H
11

平
均

１
．
９
回

H
12

～
H

21
平

均
３
．
１
回

3

2

0

4

1

5

4

2

5
5

8

3

2
2

1

0
0

0

2

1

5

7

2

1

2

0

2

4

0

2
2

1

4

1

気
候

変
化

現
象
（

時
間
雨

量
の
変

化
）
 

（
回

/年
）
 

資
料

）
気

象
庁

資
料

よ
り
作

成
 

S
5
1
～

H
1
 

平
均

 
１
７

０
回
 

H
2
～

H
1
1
 

平
均

 
１
９

３
回
 

H
1
2
～

H
2
1
 

平
均

 
２
２

０
回
 

１
．
１
時
間
降
水
量

50
m

m
以
上
の
年
間
発
生
回
数
（
10

00
地
点
あ
た
り
）
 

２
．
１
時
間
降
水
量

10
0m

m
以
上
の
年
間
発
生
回
数
（
10

00
地
点
あ
た
り
）
 

20
5 

15
4 

14
4 

21
6 

15
9 

13
0 

22
9 

17
9 

10
4 

14
9 

95
 

18
1 

24
5 

19
1 

27
5 

15
2 

10
7 

24
4 

12
8 

15
8 

93
 17

8 

31 8 
27 5 

23
2 

20
5 

17
7 

17
1 35

4 

19
3 

24
5 

20
6 

25
0 

17
1 

30
年
前
と
比
べ
て
最
近
の

10
年
間
で
は
、

1時
間
に

50
㎜
、

10
0㎜

を
越
え
る
大
雨
が
増
加
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震
災
対

応
 

２
．
応
急
対

応
 
 
 

・
避

難
 
約

7
0
0
名

が
1
5
分
で
広

場
に
避

難
し
，

15
時

に
点
呼
完

了
．
 

・
情
報
 
カ

ー
ナ
ビ
や

携
帯
の
ワ

ン
セ
グ
で

確
認
．

津
波
は
来
な

い
も
の
と

し
て
，
そ

の
場
で
待

機
．
 

・
帰

宅
 
寒

さ
と

T
V
の

津
波

で
社
員

の
不
安

が
ピ
ー

ク
．
帰
宅
さ

せ
る
こ
と

に
 

 
・

２
次
災
害

対
策
 

保
全
担
当
が

グ
ル
ー
プ

で
処
置

と
点
検
 
 

・
安

否
確

認
 
 

翌
日

か
ら

３
，
４

名
の
最

大
2
0班

程
度

で
避

難
所
や
自

宅
を
捜

索
．
約

10
日
間

．
最

終
的

に
3
名

の
死

亡
を
確

認
、
1
名
は

行
方
不

明
．
 
 

震
災
対

応
 

１
．
事
前
対
策
 
 
B
C
P
策
定
済
 

・
2
0
0
3
～
2
0
0
6
年
に
耐
震
対
策
済
み
 

・
食
料
 
1
9
0
人
3
日
分
備
蓄
済
み
 

・
緊
急
地
震
速
報
導
入
 
2
0
秒
前
か
ら
警
報
 

・
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
 
機
能
せ
ず
 

・
衛
星
携
帯
電
話
 
な
し
 
 
 

Ｔ
社

 
仙
台
工
場

 

タ
イ

ヤ
製

造
 Ｔ

社
 

仙
台

工
場

（
岩
沼

市
）
 

被
災
状
況
 

・
厚
生
棟
下
駄
箱
将
棋
倒
し
 

・
成
型
ド
ラ
ム
倉
庫
の
棚
か

ら
ド
ラ
ム
の
落
下
 

・
自
動
搬
送
機
の
支
柱
損
傷
 

・
保
管
パ
レ
ッ
ト
の
転
倒
 

・
ダ
ク
ト
や
配
管
の
損
傷
 

・
建
屋
や
生
産
機
械
に
は
大

き
な
被
害
な
し
 

・
休
暇
中
及
び
夜
勤
社
員
に

死
者
・
行
方
不
明
あ
り
 

震
度
６
強
・
津
波
浸
水
な
し
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応
急
対

応
 


情
報
収
集
 
自
家
発
電
＋
テ
レ
ビ
 
 


大
津
波
警
報
を
覚
知
（
1
5
時
半
頃
）
し
，
従
業
員
は
内
陸

部
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
に
避
難
 


従
業
員
と
家
族
の
安
否
確
認
（
全
員
無
事
）
 


1
2
，
1
3
日
は
立
入
禁
止
 
被
害
状
況
の
把
握
は
1
4
日
 


液
体
貯
蔵
タ
ン
ク
，
ド
ラ
ム
缶
（
数
千
本
）
，
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
の
大
半
が
流
出
 


2
次
災
害
の
防
止
･･
･ド

ラ
ム
缶
の
回
収
作
業
，
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
や
漁
協
地
下
タ
ン
ク
の
燃
料
回
収
 


山
形
，
岩
手
，
宮
城
の
被
災
し
て
い
な
い
再
 
 
 
 
 
 
 
 

処
理
会
社
，
被
災
会
社
と
協
力
し
て
業
務
再
 
 
 
 
 
 

開
 

想
定
外

に
も

活
用

で
き

た
Ｂ

Ｃ
Ｐ

 


Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
 
H
2
3
.
1
 
 

中
核
事
業
：
 

油
水
加
工

（
廃
酸
・
廃
ア
ル
カ
リ
・
廃
油
な
ど
を
加
工
）

Ｒ
Ｂ
精
製

（
廃
油
の
精
製
事
業
）
 

対
象
災
害
：

地
震
（
津

波
は
な
し

）
 

目
標

復
旧

時
間
：
油

水
加
工

3
日

，
Ｒ
Ｂ

精
製
3
0
日
 

提
携
企
業
・

競
合
他
社

と
の
協
力

体
制
の
構

築
 

オ
イ
ル

プ
ラ

ン
ト

ナ
ト

リ
の

紹
介
 


産

業
廃
棄
物

の
収
集
・

運
搬
，
再

生
 

廃
油
 

天
ぷ
ら
油
 

汚
泥
 

廃
酸
・
ア
ル
カ
リ
 

廃
プ
ラ
類
・
木
く
ず
 

   再
生
重
油
 

補
助
燃
料
 

加
工
用
水
 

固
形
燃
料
 

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

深
刻

な
津

波
被
害
の

中
，

8
日
目

か
ら
 

事
業
再
開
を

果
た
し
た
オ

イ
ル

プ
ラ

ン
ト

ナ
ト

リ
 

1
7
 

残
っ

た
２

基
の

タ
ン

ク
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石
巻
市
立

大
川
小

学
校
 

全
校

児
童

 
１

０
８

名
中

 
 

７
４

名
が

死
亡

・
行

方
不

明
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

津
波

に
巻

き
込

ま
れ

た
の

は
７

８
名

）
 

教
職

員
 

 
 

  １
１

名
中

   
   
１

０
名

が
死

亡
・

行
方

不
明

 
2
4
 

高
野

グ
ル

ー
プ

の
震

災
対

応
②

 
3
月

1
2
日

 
タ

イ
ヤ

シ
ョ

ベ
ル

で
気

仙
沼

線
付

近
ま

で
，

道
路

啓
開

開
始

．
 

3
月

1
3
日

 
ホ

テ
ル

観
洋

に
孤

立
し

た
客

と
住

民
，

約
1
0
0人

を
登

米
市

に
避

難
さ

せ
る

た
め

に
戸

倉
地

区
ま

で
道

路
啓

開
．

社
員

３
名

と
警

官
４

名
，

計
7
名

で
．

シ
ョ

ベ
ル

と
カ

ッ
タ

ー
で

瓦
礫

を
切

断
等

し
な

が
ら

．
そ

の
後

，
ホ

テ
ル

の
マ

イ
ク

ロ
バ

ス
で

住
民

避
難

．
 

4
月

末
に

は
電

気
が

来
た

が
，

受
電

設
備

が
故

障
で

，
再

開
で

き
ず

．
 

7
月

1
8
日

か
ら

工
場

再
開

 

道
路

啓
開

 

×
 

生
コ

ン
工

場
 

×
 

南
三

陸
ホ

テ
ル

観
洋

 

道
路

啓
開

 

荒
町

 
戸

倉
 

2
3
 

震
災

当
日

の
避

難
誘

導
 

 
高
野
企
業
(
株
)
提
供
 

高
野

グ
ル

ー
プ

の
震

災
対

応
①

 

総
合
結
婚
式
場
「
高
野
会
館
」
。
震
災
時
、
利

用
客
や
従
業
員
ら
３
２
７
人
は
会
館
に
と
ど

ま
っ
た
。
「
帰
し
た
ら
、
津
波
で
危
険
だ
」
。

避
難
誘
導
に
当
た
っ
た
従
業
員
ら
の
と
っ
さ
の

判
断
が
、
全
員
の
命
を
救
っ
た
。
（
河
北
新
報
，

6
/
2
3
）
 

2
2
 

現
在
の
オ
イ
ル
プ
ラ
ン
ト
ナ
ト
リ
 

2
0
1
2
年
6
月
2
2
日
撮
影
 



－ 263 －

気
仙

沼
市

立
病

院
 

気
仙
沼
市
立
病
院
・
外
科
・
横
山
成
邦
先
生
・
講
演
資
料
，
気
仙
沼
市
立
病
院
記
録
集
よ
り
，
編
集

 

国
土

地
理

院
浸

水
地

図
よ

り
 

被
災
状
況

 
・

築
4
6年

の
旧
耐

震
基
準
の
病
棟
が
一
部
被
災

 
・
長
期
間
に
わ
た

っ
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶

 
・
自
家
発
電
装
置
の
故
障
，
重
油
の
枯
渇

 
・
職
員
の
自
宅
・
家
族
の
被
災
 
 
 
 
 
等
々

 

2
7
 

私
立

日
和

幼
稚

園
 

石
巻

市
立

門
脇

小
学

校
 石

巻
市

立
門

脇
保

育
所

 

×
 

約
５

０
人

の
子

ど
も

が
い

た
が

，
「

保
育

所
の

し
お

り
」

に
従

っ
て

，
迎

え
に

来
た

保
護

者
に

約
3
0
人

の
子

ど
も

を
返

し
た

．
そ

の
内

，
親

子
3
組

と
保

育
所

に
向

か
っ

た
保

護
者

5
人

が
犠

牲
に

な
っ

た
．

残
り

2
0
人

は
3
5
分

程
度

で
避

難
し

て
無

事
．

 

日
和

幼
稚

園
の

園
児

1
2
人

を
乗

せ
た

送
迎

バ
ス

は
地

震
直

後
に

園
を

出
発

し
，

南
浜

町
な

ど
を

回
り

5
人

を
降

ろ
し

た
後

，
門

脇
小

校
庭

に
停

車
．

さ
ら

に
バ

ス
は

出
発

し
，

2
人

を
引

き
渡

し
た

後
，

園
に

向
か

う
途

中
に

津
波

に
流

さ
れ

，
5
人

の
園

児
が

犠
牲

に
．

 

学
校

に
居

た
児

童
2
3
0
人

は
避

難
訓

練
通

り
に

日
和

山
に

避
難

．
 

石
巻

市
門

脇
地

区
 

20
10

.6
.2

5 

20
11

.4
.6

 
G

oo
gl

e 
E

ar
th

 に
よ
る
津
波
前
後
の
比
較

 

大
川
小
学
校

 

2
6
 

吉
浜
小
学
校

 

大
川
小
学
校

 

浸
水
エ
リ
ア
（
国
土
地
理
院
公
表
）

 

石
巻
市
北
上

地
区

 
ハ

ザ
ー
ド

マ
ッ
プ

と
浸
水

エ
リ
ア

 
宮
城
県
想
定
津
波

 

2
5
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知
的

障
害

者
更

生
施

設
（
通

所
施
設

）
 

 
社

会
福

祉
法
人

み
の
り

会
 
る

ば
ー

と
 

(名
取

市
) 

社
会

福
祉

法
人

 
み

の
り

会
提

供
 

地
震
直
後
に
ワ
ン
セ
グ
で
津
波
情
報
を
入
手

し
て
，
避
難
開
始
．
帰
宅
時
間
直
前
で
あ
っ

た
た
め
，
車
と
ド
ラ
イ
バ
ー
が
待
機
状
態
．

全
員
を
車
に
乗
せ
て
，
名
取
市
役
所
横
の
体

育
館
に
避
難
．
体
育
館
が
利
用
で
き
な
か
っ

た
た
め
，
体
育
館
の
横
に
車
を
置
い
て
，
車

内
避
難
．

 
3
2
 

特
別

養
護

老
人
ホ

ー
ム
 

赤
井
江

マ
リ
ン

ホ
ー
ム

 
（

岩
沼
市

下
野
郷

）
 

大
津
波
警
報
を
ラ
ジ
オ
で
聞
い
て
，
仙
台
空
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
へ
の
避
難
を
決
定
．
利
用
者
９
６
名
を

９
台
の
車
で
ピ
ス
ト
ン
輸
送
．
職
員
を
含
む
１
４
４

名
全
員
が
避
難
で
き
た
の
は
午
後
３
時
５
３
分
．
仙

台
空
港
を
津
波
が
襲
っ
た
の
は
午
後
４
時
頃
．
（
河

北
新
報
，

2
0
1
1
年

5
月

1
7
日
，
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
大
震

災
よ
り
）

 

3
1
 

海
岸

か
ら

3
0
0
m

 

病
院
近
く
の
ガ
ス
タ
ン
ク
に
火
災
が
迫
る

 
3
月

1
4
日
夕
方

 
災

害
対

応
の

特
徴

 
○

宮
城
県
災

害
医
療
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の

存
在

 

○
初
動

 
1
5
:0

0
 
 

ト
リ

ア
ー

ジ
・

ポ
ス

ト
設

置
と

人
員

配
置

 

 
 

患
者

を
高

層
階

に
避

難
 

 
 

避
難

市
民

を
高

台
に

誘
導

 

 
 

非
常

用
発

電
装

置
等

の
点

検
 

 
 

 

○
医
療
活
動

 
 

壊
滅

的
な

被
害

の
た

め
，

患
者

 

が
来

ら
れ

な
い

．
1
3
日

か
ら

低
体

 

温
症

患
者

な
ど

の
重

症
患

者
が

 

次
々

と
運

ば
れ

る
．

 
・

重
症
患
者
の
広
域
搬
送

 

・
「
患
者
を
探
し
に
行
く
」
医
療
の
展
開

 

 

 
気
仙
沼
市
立
病
院
・
外
科
・
横
山
成
邦
先
生
・
講
演
資
料
，
気
仙
沼
市
立
病
院
記
録
集
よ
り
，
編
集
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こ
れ
か
ら
の
危
機
管
理
～

B
C

P
（
事
業
継
続
計
画
）

 

民
間

企
業

の
イ

メ
ー

ジ
 

B
C

P
 

(B
u
si

n
e
ss

 C
o
n
ti
n
u
it
y 

P
la

n
) 

災
害
時
に
，
重
要
事
業
を
中
断
さ
せ
ず
, 

限
ら

れ
た

資
源

を
基

に
短
期
間
で
再
開
さ
せ
，

中
断
に
伴
う
顧
客
取
引
の
競
合
他
社
へ
の
流
出
，
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
の
低
下
，
企
業
評
価

の
低
下
な
ど
か
ら
企
業
を
守
る
た
め
の
経
営
戦
略
 

危
機

管
理

の
担

い
手

 


非
常
事
態
の
現
場
に
い

る
者
全
員
が
危
機
管
理

の
担
い
手

 


大
規
模
災
害
時
に
は
７

２
時
間
（
３
日
間
）
は

地
域
住
民
だ
け
で
対
応

す
る
こ
と
が
必
要

 


住
民
自
ら
が
危
機
管
理

の
担
い
手
に
な
る

 

 

自
助

 

公
助

 
共

助
 

７
 

２
 

１
 

危
機

管
理

と
は

 


市
民

生
活
に

重
大

な
被

害
を

生
じ

さ
せ

る
事

象
に

対
し

て
，

研
究

・
予
防

・
対

処
・

修
復

す
る

活
動

 
（

防
災

士
教

本
）

 

事
故

・
災

害
の

発
生

 

対
処

 

修
復

 
研

究
 

予
防

 （
応

急
対

応
）

 

（
復

旧
・

復
興

）
 

（
災

害
抑

止
）

 

（
被

害
軽

減
）

 

ク
ラ

イ
シ

ス
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 

リ
ス

ク
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 

危
機
（

C
ri
si

s）
は
す
で
に
発
生
し
て

い
る
事
故
や
災
害

 

リ
ス
ク
（

R
is

k）
は
こ
れ
か
ら
起
こ
る

か
も
し
れ
な
い
未
来
の
事
故
や
災
害

 

一
般

的
な

定
義

で
は

 

例
え

ば
，

 
天

気
予

報
を

聞
い

て
傘

を
持

っ
て

い
く

の
は

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

急
に

，
雨

が
降

っ
て

き
た

の
で

慌
て

て
コ

ン
ビ

ニ
で

傘
を

買
う

の
は

危
機

管
理
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応
急

対
策

 
緊

急
・

応
急

 

事
前

対
策

 
抑

止
・

軽
減

 

復
旧

・
復

興
 

対
策

 
研 究 

予 防 対 処 修 復 

事
業

継
続

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
手

順
 

民
間
企

業
と

公
的

事
業

所
（

行
政

・
病

院
・
学

校
等

）
と

の
危

機
管

理
の

違
い

 


共
通
事
項

 
 
職
員
，
建
屋
，
設
備
な
ど
の
被
災
，
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶

 
 
 
 
＝
業
務
に
必
要
な
資
源
の
絶
対
的
不
足

 
 

業
務
内
容

 
 
行
政
・
病
院
等
 
発
災
時
に
新
た
に
命
を
守
る
業
務
が
発
生
し
，

 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ
を
中
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
．

 
 
民
間
企
業
 
 
 

 経
営
上
重
要
な
中
核
事
業
を
中
断
で
き
な
い
．
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 も
し
中
断
し
て
も
速
や
か
に
復
旧
が
必
要
．

 
 
 

 
 

自
治
体
，
病
院
，
さ
ら
に
学
校
な
ど
は
民
間
企
業
に
比
べ
て
，

危
機
管
理
体
制
の
整
備
（

B
C

P
の
策
定
）
が
極
め
て
重
要
で

あ
る

 

行
政
や
病
院
な
ど
の

B
C

P
 

（
業
務
継
続
計
画
）
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事
業

継
続

上
の

課
題

 

1
.

対
応
拠
点
や

社
員
（
家

族
を
含
む

）
の
安
全

確
保

 

2
.

災
害
情
報
の

収
集
・
共

有
・
分
析

 

3
.

代
替
資
源
（

拠
点
，
人

員
，
通
信

な
ど
）
の

準
備

 

4
.

イ
ン
フ
ラ
復

旧
戦
略
と

燃
料
確
保

 

5
.

タ
イ
ム
ラ
イ

ン
に
応
じ

た
重
要
業

務
の
峻
別

と
責

任
体
制

 

6
.

地
域
内
連
携

及
び
地
域

間
連
携
の

枠
組
み

 

7
.

社
内
で
の
部

門
間
の
連

携
（
経
営

資
源
の
集

約
化

と
Ｂ
Ｃ
連
携

）
 

  

資
源

 

業
務

 

連
携

 

事
業
継

続
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

手
順

②
 


リ

ス
ク

処
理

手
段

の
実

施
 


事

前
対

策
（

予
防

）
 

 
－

耐
震
診

断
・

耐
震

化
，

防
潮

壁
設

置
，

協
定

締
結

 


応
急

対
策
（

即
時

対
応

）
（

対
処

）
 

 
－

避
難
情

報
伝

達
，

人
命

救
助

，
災

害
対

策
本

部
の

設
置

 


応
急

対
策
（

応
急

対
応

）
（

対
処

）
 

 
－

Ｂ
Ｃ
発

動
，

代
替

工
場

で
の

生
産

，
技

術
者

調
達

 


復
旧

・
復
興

対
策

（
修

復
）

 
 

－
復

旧
計

画
策

定
，

資
金

調
達

，
経

営
資

源
の

集
約

化
 


処

理
内

容
の

監
視

と
評

価
 

     

事
業
継

続
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

手
順

①
 


目

的
の

明
確

化
（

研
究

）
 

 
 

－
何

の
た
め

か
．
＜

大
災
害

時
に

A
製

品
を

１
週
間

以
内

に
供

給
す

る
＞

 


リ
ス

ク
の
発

見
・

確
認

（
研

究
）

 
 

－
ど

ん
な

問
題

が
あ

る
か

．
＜

南
海

ト
ラ

フ
地

震
に

よ
る

震
動
と

津
波

浸
水

＞
 


リ

ス
ク

の
測

定
，

分
析

（
研

究
）

 
 

＜
津

波
被

害
の

予
測

，
建

屋
の

耐
震

性
評

価
，

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン
の

途
絶

・
・

・
＞

 


リ
ス

ク
処
理

手
段

の
選

択
（

研
究

）
 

 
－

回
避
，

移
転

，
低

減
，

保
有

の
４

種
類

 
 

＜
在

庫
量

の
割

増
，

代
替

供
給

方
法

・
・

・
＞
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ス
テ

ー
ジ

0
（

即
時

対
応

段
階
）

 

引
き
渡
し
の
判
断
 

ペ
ー
ジ
４
 

徳
島
県
学
校
防
災
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
暫
定
版
）

 
平
成

2
3
年

1
2
月

2
6
日
公
表

 

徳
島

県
学

校
防
災

管
理

マ
ニ
ュ
ア

ル
（

暫
定
版
）

の
編

集
に
参
画

 

①
災

害
ス

テ
ー

ジ
と

応
急

対
応

 

災
害

ス
テ

ー
ジ

 
対

応
内

容
 

０
（
即
時
）
 

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
 

災
害
対
策
本
部
の
設
置
 

避
難
後
の
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
と
確
認
 

１
（
緊
急
）
 

保
護
者
へ
児
童
生
徒
の
引
き
渡
し
 

避
難
所
の
開
設
と
運
営
支
援
 

応
急
教
育
Ⅰ
の
準
備
 

２
（
応
急
）
 

応
急
教
育
Ⅰ
の
開
始
 

応
急
教
育
Ⅱ
の
準
備
と
開
始
 

通
常
教
育
再
開
の
準
備
 

児
童
生
徒
へ
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
 

３
（
復
旧
）
 

通
常
教
育
の
再
開
 

児
童
生
徒
へ
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
 

発
災

 

1
日

 

1
週

間
 

1
ヶ

月
 

災
害

時
の

学
校

の
役

割
 

1
.
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
守
り
ぬ
く

 

2
.
避
難
所
を
設
営
し
，
運
営
す
る

 

3
.
早
期
に
授
業
を
再
開
す
る

 

緊
急

 
応

急
 

復
旧

 

発
 

災
 即
時

 

1
 

2
 

3
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P
D

C
A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

継
続

的
改
善

 

自
己

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
を

用
い

た
継

続
的

改
善

の
必

要
性

に
つ

い
て

説
明

 

ス
テ
ー

ジ
２

（
応

急
対

応
段

階
）

 

通
常
教
育
再

開
に
向
け

た
対
応
 

学
校
再
開
 

ス
テ
ー
ジ
３

 

ス
テ
ー

ジ
１

（
緊

急
対

応
段

階
）

 

応
急
教
育
Ⅰ

の
準
備
 

ス
テ
ー

ジ
１

（
緊

急
対

応
段

階
）

 

避
難
所
の
開

設
と
運
営

支
援
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小
松
島
市
立
児
安
小
・
児
安
幼
合
同
避
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事

務
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用

 
調

理
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用
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れ
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児
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・

生
徒
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，

保
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者
用

 

必
ず
連
絡
方
法
の
情
報
を
入
れ
る
こ
と

 

１
．
全
員
参
加
の
カ
ー
ド
の
作
成
 

２
．
カ
ー
ド
を
用
い
た
訓
練
 

３
．
訓
練
後
の
見
直
し
と
改
善
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最
後

に
～

 


こ
の
機
会
に
皆
さ
ま
の
組
織
で
ぜ
ひ

B
C

P
構
築

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
．

 


す
で
に

B
C

P
を
運
用
さ
れ
て
い
る
組
織
の
皆
さ

ま
に
は
，
東
日
本
大
震
災
，
新
燃
岳
噴
火
災
害
，

九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
の
経
験
知
を
活
か
し
て

B
C

P
の
再
構
築
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

 

御
清
聴
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
・
・
・
・
・
終
わ
り
で
す

 

ま
と
め

 


日

本
で
暮
ら

し
て
い
く

中
で
，
巨

大
災
害
・

広
域
災

害
は
い
つ
起

こ
っ
て
も

お
か
し
く

な
い
．
私

た
ち
は

巨
大
災
害
の

世
紀
を
生

き
抜
か
な

い
と
い
け

な
い
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
危

機
管

理
（

リ
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ク

マ
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ジ

メ
ン
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は

P
D

C
A
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イ
ク
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続
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改
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C

P
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よ
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
組

織
全
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B
C

P
策

定
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で
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ク
マ
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ジ
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ン
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せ
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
種

々
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組
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B

C
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す
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で
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域
防

災
力
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さ
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よ
う
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事
業
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続
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（

Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
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関
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る

こ
と

 
 

 


Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ

イ
ク

ル
に

よ
る
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善

プ
ロ

セ
ス

が
あ

る
 


最

初
か

ら
高

尚
な

Ｂ
Ｃ

Ｐ
を

目
指

さ
な

い
こ

と
 


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常
時

の
防

災
活
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と
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の

対
応

の
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方
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含
ま
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

リ
ス

ク
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基

づ
い

て
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や
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策
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れ
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
建

物
・

設
備

・
人

・
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
な

ど
の

被
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前

提
と

し
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

応
急

対
応
体

制
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発
災

条
件

（
時

刻
，
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，
季

節
）
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え
て

作
成
す

る
こ

と
 


行

政
，

地
域

と
の

協
力

を
前

提
と

し
て

お
く

こ
と
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本日はお忙しいなか当シンポジウムにご参加いただき、誠にありがとうございます。 
今後の参考にさせていただきますので、お手数ですがアンケートにご協力をお願いいた

します。 
それぞれ該当するものに○またはご記入ください。 

 
Q1．シンポジウムに参加されて、全体的な感想はいかがでしたか。 
 1．良かった  2．まあまあ良かった  3．普通  4．あまり良くなかった 
 5．良くなかった 
 ※良かった点、悪かった点をご自由にお書きください。 
 （                                      ） 
Q2．シンポジウムの内容は、分かりやすいものでしたか。 
 1．分かりやすかった  2．まあまあ分かりやすかった  3．どちらともいえない         

4．あまり分かりやすくなかった  5．分かりにくかった 
 ※どのような点でそう感じましたか。 
 （                                      ） 
Q3．今回のシンポジウムの開催を何で知りましたか。（複数回答可） 
 1．ポスター・チラシ  2．新聞記事・テレビ  3．鹿児島大学ホームページ 
 4．友人・知人から  5．その他（                       ） 
Q4． 
【お住まい】1．鹿児島市内 2．鹿児島市外の鹿児島県内 3．県外（       ） 
【性  別】1．男性 2．女性 
【年  代】1．10 代 2．20 代 3．30 代 4．40 代 5．50 代 6．60 代  
      7．70 代 8．80 代以上 
【参加のきっかけ】1．自発的に 2．ご友人等に誘われて 3．その他 

         （                              ） 
※シンポジウムに関するご感想等がございましたらご自由にお書きください。

 

 

 

 

 

ご協力、ありがとうございました。 

津波防災シンポジウム 
アンケート記入のお願い

参考（当日配布アンケート用紙）
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アンケート集計結果

回答数 回答率 備考

Q1．シンポジウムに参加されて、全体的な感想はいかがでしたか。

良かった

まあまあ良かった

普通

あまり良くなかった

良くなかった

無回答

Q2．シンポジウムの内容は、分かりやすいものでしたか。

分かりやすかった

まあまあ分かりやすかった

どちらともいえない

あまり分かりやすくなかった

分かりにくかった

無回答

Q3．今回のシンポジウムの開催を何で知りましたか。（複数回答可）

ポスター・チラシ

新聞記事・テレビ

鹿児島大学ホームページ

友人・知人から

その他 職場への案内、学内通知

無回答

Q4． 【お住まい】

鹿児島市内

鹿児島市外の鹿児島県内

県外 福岡県3、宮崎県2

無回答

【性別】

男性

女性

無回答

【年代】

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

無回答

【参加のきっかけ】

自発的に 企業の防災担当者として

ご友人等に誘われて

その他 職場、仕事の関連上

無回答

アンケート回収率 一般来場者数135名

津波防災シンポジウム／2013.1.11
全体集計
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＜各設問に対する自由記入欄回答＞

Q1．シンポジウムに参加されて、全体的な感想はいかがでしたか。

※良かった点、悪かった点をご自由にお書きください。

1．”良かった”と回答された方の内容

BCPの存在を知り、興味を持ちました。

これからの防災について、新たな視点で考えることができたので良かったです。

減災・BCPに重点をおいた考え方がよく分かりました。

BCPの重要性を認識した。

BCP策定の意味が分かった。

BCPについて。

当時のニュースを取り入れ、メディアプレーヤーで生の当時ニュースを見れたこと。

2．”まあまあ良かった”と回答された方の内容

防災というものが、言葉としてしか理解していなかったが、生活の復旧もあわせてなど、具
体的な防災の在り方を知ることができたので良かった。

防災、減災の違いが分かった。

実際の震災に基づいたもので、真剣な内容であった。

津波が発生した場合に学校や企業がどう対応すればよいかなど聞けた点が良かった。

今後の津波防災について、進む方向性を知ることが出来た事は、参加して良かったと思う。

内容が今後役立つ事柄であった。

3．”普通”と回答された方の内容

4．”あまり良くなかった”と回答された方の内容

5．”良くなかった”と回答された方の内容

津波防災シンポジウム／2013.1.11
Ｑ1.自由記入欄
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＜各設問に対する自由記入欄回答＞

Q2．シンポジウムの内容は、分かりやすいものでしたか。

※どのような点でそう感じましたか。

1．”分かりやすかった”と回答された方の内容

動画を使用しているところ、TVニュースを使用しているところ。

具体的な事例紹介が多かった。

実際の津波の映像や実験の映像等があったので、非常にわかりやすかった。

スライドが見やすく、映像もあり分かりやすかった。

企業、学校、病院等に分けて説明された。

震災時の実例を通して、災害対策の良かった点、悪かった点等の説明をされていたこと。

各分野の様々な対応を見られ、すごく勉強になった。

用語が分かりやすく、内容が端的であった。

2．”まあまあ分かりやすかった”と回答された方の内容

細かい内容を詳しく説明されたので理解できた。

講演内容が盛りだくさんで、時間が十分でなかったのが残念。

3．”どちらともいえない”と回答された方の内容

4．”あまり分かりやすくなかった”と回答された方の内容

5．”分かりにくかった”と回答された方の内容

津波防災シンポジウム／2013.1.11
Ｑ2.自由記入欄



－ 280 －

＜ご感想等自由記入欄＞

災害の復興は、その場所によって程度も異なれば環境などにも左右されることを知り、単純に
復興という枠では囲みきれないと感じた。

20代
男性

素晴らしい講師の先生方をお招きくださいまして、ありがとうございました。
50代
女性

初めてこのような講演に参加させて頂きましたが、東日本大震災の被害等を再び思い出し、大
規模災害における対策がいかに大切であるかを改めて実感することが出来ました。これからの
街づくりにおいて、避難場所の設置等をすることによって、防災や減災につながることが可能に
なるのではないかと思いました。

20代
女性

とても大きな津波（1000年に1回レベル）が発生したら防災を考えるのではなく、減災を考え、よ
り早く復興を目指すことが大事ということを知った。
災害後の対策、対応の大事さが分かった。

20代
男性

防災、減災にどう動くかという点において、具体例も多くたいへん参考になりました。個々の生
活の中に活かしてこその対策と思います。学ぶ機会があると、また持ち帰って検討することにつ
ながります。

50代
女性

参考になる事項が多かったが、特に学校におけるアクションカードについては、早急に検討・活
用する必要があると感じた。
シンポジウム全体的に、具体が多く盛り込まれており、理解しやすく、印象深い内容であった。

50代
男性

防災の他、「減災」の考え方の導入が興味深かった。リスクの捉え方に反論もあったようですが、
「自分の命は自分で守る」ことを理解・周知させ、訓練を義務化することも大事ではないでしょう
か。（リスクコミュニケーション）の普及。
個人として、どのように対応していくべきか考える良い機会になりました。

60代
男性

高橋先生、中野先生のお話を聴講させて頂き、東日本大震災の事例など大変勉強になりまし
た。
特にBCPなどに関するアドバイス的な資料を頂き、感謝申し上げます。分かりやすさ、活用のし
やすさなど、とても為になることと存じます。ありがとうございました。

50代
男性

BCP構築の必要性を学べた。
「減災」の認識が間違いであった事が反省。（討論会で気付かされました。）

50代
男性

お二人どちらの講演も事例や映像をたくさん紹介されていたので、知識の少ない学生である私
にもとても分かりやすかったです。

20代
女性

BCPの考え方、手法についてを再度行ってほしい。
50代
男性

鹿児島大学は、地域防災教育研究センターがありながら、地域の役割を果たしていない。第一
にすることは、鹿児島大学が荒田・郡元地区の避難場所にして減災の一助としていただきた
い。建物は耐震対応が出来ているはずだし、津波の対応としても高い連携がない。

50代
男性

大学としてのBCPについて、きちんと整理し教職員全員で共通認識を持てるような機会を検討
すべきだと感じた。

50代
女性

津波防災シンポジウム／2013.1.11
ご感想等自由記入欄
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＜ご感想等自由記入欄＞

今回のシンポジウムを通して、災害対策というものの難しさを感じた。単純に人命を救う、経済
損失を守るというならば、高台に町を移し、高い堤防をつくれば、ある程度の解決になるのかも
しれない。しかしそれは非現実的であり、結局はソフト対策でハード対策では補えない部分の
対策を行っていかなくてはいけないというのが現在の防災対策の考え方であり、最後は個人の
防災意識が必要というのがある一定の結論ならば、ハード対策をどのレベルまでやるのか、この
線引きを考えるのは非常に重要で難しい問題だと思った。

20代
男性

危機管理とは、それぞれ個人が災害にあったときに、対応するものという教えがあった。このシ
ンポジウムを通して、いかに個人が認識しないといけないかを実感した。もっと広くの人々に公
開し、広められたらよいと思う次第でした。
TV、メディア関係でシンポジウムの内容を、テレビの媒体で通し、啓蒙できないかと思った。

50代
男性

教育関係者です。学校におけるBCP策定に取り組むことの重要性が認識できました。特に「使
えるマニュアル」（ex．「アクションシート」）の作成は、急いでいきたいと思います。ありがとうござ
いました。

40代
男性

専門家の講話を拝聴させていただき、改めて危機管理の大切さを認識した。毎回出席させてい
ただいていますが、今後もこのような方法でのシンポジウム等を開催していただけると有難いで
す。

40代
男性

津波災害に限らず、今回の講演で勉強させていただいたように、災害の特徴をしっかり把握し、
対応していくことが大切だと思った。また、そのためには、危機管理BCPを作成することが大切
だと思った。
自然災害とともに生き抜いていく我々一人一人が、防災・減災の意識を強く持ち、子どもたちに
意識づけさせていくことだと思う。
総合討論の時間をもう少し長くされてもよかったと思います。

50代
男性

今後の災害時に必要となってくるであろうBCPやアクションカードは、様々な組織間で積極的に
行うべき災害対策だと感じた。災害後の地域復興のスムーズさを早めていくものは、災害対策
が鍵となってくると再認識させられました。

20代
男性

津波の減災について知ることができ、また、その対策について具体的に知ることができてよかっ
たです。

20代
男性

津波防災シンポジウム／2013.1.11
ご感想等自由記入欄
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